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まちからむらから一人ぼっち
の高齢者をなくそう

NO.94

大雄山最乗寺の紅葉（高木信幸さんの作品）

・表紙写真／コラム…❶

・趣味の会「歴史教室」

／手作り文化祭……❷

・こだま俳壇／最後の

引っ越し……………❸

・会員紹介（小山武衛士

さん）………………❹

・ＢＯＯＫ／予告……❺

・第２５回日本高齢者大会

………………………❻

・自治労連退職者連絡会

第１４回定期総会……❼

・映画随想／料理教室／

絵手紙………………❽

※会員の皆様へお願い…住所を変更された時は事務局までご一報を。

　
「
児こ

毛も

知ち

山や
ま

若
か
へ
る
で

の
も
み
つ
ま
で　

寝ね

も
と
我わ

は
思も

ふ　

汝な

は
あ
ど
か
思も

ふ
」（
万
葉
集　

巻
第
十
四

　

東
歌　

相
聞
）

　

子
持
山
の
楓
の
若
葉
が
紅
葉
す
る
ま

で
、
私
は
あ
な
た
と
添
寝
を
し
て
い
た
い

が
あ
な
た
は
ど
う
思
う
か
、
と
の
歌
意
で

あ
る
。＊　

＊　

＊

　

子
持
山
は
群
馬
県

渋
川
市
と
沼
田
市
の

境
に
あ
る
一
二
九

六
・
四
メ
ー
ト
ル
の

山
で
あ
る
。
頂
上
に

立
つ
と
空
が
澄
ん
だ

日
に
は
富
士
山
が
望

め
る
。
ま
た
、
北
方

に
連
な
る
谷
川
岳
を

は
じ
め
と
す
る
三
国

山
脈
の
山
並
み
は
峻

厳
で
、
自
然
の
造
形

力
の
凄
さ
に
息
を
呑

む
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
子
持
山
の
南
麓

に
私
の
育
っ
た
村
（
現
在
は
渋
川
市
）
が

あ
る
。
東
に
は
赤
城
山
、
南
に
は
榛
名
山

が
聳
え
、
私
は
そ
の
山
々
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
少
年
期
を
過
ご
し
た
。

　

私
が
入
学
し
た
群
馬
県
立
渋
川
中
学
校

（
現
渋
川
高
校
）
の
校
歌
は
「
一
州
に
野

を
展ひ

ろ

げ
た
る
全ま
っ
たき

姿
や
赤
城
嶺ね

の
」、「
見

よ
や
榛
名
の
嶺ね

に
懸
る
日
は
燦
爛
の
紅あ
け

の

色
」
と
両
山
を
歌
い
込
ん
で
い
る
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

赤
城
山
の
西
側
を
利
根
川
が
南
に
流

れ
、
榛
名
山
の
北
側
で
は
吾
妻
川
が
東
流

し
、
二
つ
の
川
は
私
の
村
の
鼻
先
で
合
流

す
る
。
合
流
点
に
近
い
吾
妻
川
の
左
岸
に

は
関
東
管
領
山
ノ
内
上
杉
氏
が
上
野
国
支

配
の
拠
点
と
し
た
白
井
城
址
が
あ
る
。
こ

こ
に
は
大
田

道
灌
も
在
城

し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。

　

吾
妻
川
に

八や

ん

ば
ッ
場
ダ
ム

を
建
設
す
る

計
画
は
紅
葉

が
見
事
な
吾

妻
渓
谷
を
水

没
さ
せ
、
地

域
住
民
の
生

活
を
根
底
か

ら
破
壊
す
る

も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
住
民
は
た
た
か
っ
た
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　
「
一
隅
を
照
ら
す
」
人
間
に
な
る
こ
と

を
期
し
、
郷
関
を
出
た
「
紅
顔
の
美
少

年
？
」
も
、
い
ま
や
「
白
頭
の
翁
」
で
あ

る
。
体
力
は
衰
え
つ
つ
あ
る
が
、
社
会
の

改
革
を
目
指
す
我
が
血
潮
は
い
ま
も
熱
く

燃
え
て
い
る
。

ふるさとの山々に
見守られ� 生方武羅夫

子持山（群馬県）
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は
じ
め
に

　

池
袋
周
辺
は
、
巣
鴨
刑
務
所
跡
地
に
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
ー
が
建
ち
、
に
ぎ
わ

い
を
増
し
て
い
る
。
し
か
し
、
南
東
に
あ

る
雑
司
ヶ
谷
寺
町
と
護
国
寺
は
都
会
の
喧

騒
に
囲
ま
れ
て
、
ひ
っ
そ
り
と
昔
の
た
た

ず
ま
い
を
残
し
て
い
た
。

　

日
時
は
９
月
１２
日
（
月
）、
１０
時
か
ら

１５
時
３０
分
。
出
席
者
は
女
性
７
人
、
男
性

７
人
の
１４
人
。

　

散
策
経
路

①
本
立
寺　

徳
川
大
名
榊
原
家
代
々
の
奥

方
の
菩
提
寺
。
榊
原
高
尾
（
８
代
政ま

さ

峯み
ね

の

側
室
、
吉
原
遊
女
・
高
尾
太
夫
）
の
墓
も

あ
っ
た
。

②
法
明
寺　

日
蓮
宗
の
お
寺
。
梵
鉦
は
一

見
の
価
値
あ
り
。
下
縁
に
曲
尺
、
算
盤
な

ど
の
紋
様
が
あ
る
。
桜
の
名
所
。
江
戸
時

依
し
て
菩
薩
に
な
っ
た
伝
説
が
あ
る
。

「
鬼
」
は
角
の
な
い
「
鬼
」
で
あ
る
。
境

内
に
あ
る
大お

お
い
ち
ょ
う

公
孫
樹
（
子
授
け
銀い
ち
ょ
う杏
）
に

私
は
注
目
し
た
。

④
大
鳥
神
社　
「
ほ
う
そ
う
の
神
様
」。

⑤
清
立
院　

日
蓮
宗
の
尼
僧
寺
。
雨
乞
い

と
皮
膚
病
の
祈
祷
寺
。
日
蓮
聖
人
の
立
像

は
立
派
。

⑥
雑
司
ヶ
谷
霊
園　

明
治
７
年
、
東
京
府

が
開
設
し
た
共
同
墓
地
。
夏
目
漱
石
や
サ

ト
ウ
ハ
チ
ロ
ウ
な
ど
文
化
人
の
墓
が
あ

る
。
墓
地
め
ぐ
り
は
楽
し
か
っ
た
。

代
か
ら
鬼
子
母
神
堂
と
と
も

に
、
参
詣
者
が
多
い
。

③
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
堂　

法

明
寺
の
飛
び
地
に
あ
る
。安
産
、

子
育（
こ
や
す
）の
神
様
。「
鬼
」

の
鬼
子
母
神
が
お
釈
迦
様
に
帰

趣
味
の
会
は
、
長
生
き
の
散
歩
道

ご
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
！！

東
京
・
雑
司
ヶ
谷
寺
町
・

護
国
寺
を
訪
ね
て

第５０回
歴史教室

散策

鬼子母神にて

護国寺境内の案内図

夏目漱石の墓石（標）

昨年の文化祭

⑦
護
国
寺　

徳
川
５
代
将
軍
綱
吉
の
時
代

に
開
山
。
幕
府
の
財
力
と
元
禄
文
化
の
粋

を
集
め
た
伽
藍
は
一
見
に
値
す
る
。
私
た

ち
一
同
は
、
本
堂
の
畳
の
上
で
憩
っ
た
。

癒
さ
れ
た
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。

　

終
わ
り
に
拙
句
を

麦
と
ろ
や
歴
史
か
み
し
め
る
昼
餉
か
な

鬼
子
母
神
子
育
て
終
え
て
公い

ち
ょ
う

孫
樹
抱
く

護
国
寺
の
伽
藍
に
憩
う
残
暑
か
な

�
扶
助
子
（
湯
川　

勉
）

★�絵画・写真・絵手紙・陶芸・俳句・短歌・出し
物（合唱・フラダンス等々）
★気軽にご応募とご参加を！

　と　き：１１月２３日（木・祝）１０時〜１５時
　ところ：横浜市従会館３階（桜木町下車）
　連絡先：こだま会事務所　０４５（２１２）３１７９

手づくり文化祭のご案内
―神奈川自治労連退職者会主催―



（3）　第　９４　号 ２０１１年（平成２３年）１０月１５日神奈川県職労連 退職者こだま会報

　

学
校
を
卒
業
し
、
就
職
す
る
と
先
ず
家

か
ら
出
て
下
宿
。戦
後
の
家
の
な
い
時
代
、

探
す
の
は
大
変
だ
っ
た
。続
い
て
間
借
り
、

借
家
、
持
ち
家
と
、
だ
ん
だ
ん
大
き
く
、

広
い
住
居
に
な
っ
た
も
の
だ
。

　

今
度
の
引
っ
越
し
は
、
一
人
住
ま
い
の

ワ
ン
ル
ー
ム
。
初
め
て
大
か
ら
小
、
広
か

ら
狭
と
な
る
。
広
さ
が
大
体
四
分
の
一
程

度
に
な
る
の
で
、
す
べ
て
の
物
を
四
分
の

一
圧
縮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
写
真
の
処
分

　

最
初
に
手
掛
け
た
の
は
写
真
。
バ
ス
タ

オ
ル
の
箱
に
１０
箱
以
上
あ
っ
た
。
図
書
館

務
め
だ
っ
た
の
で
、
分
類
す
る
の
は
お
得

新
米
の
届
い
て
弾
む
国
訛
り

�

三
井　

光
子

読
む
こ
と
も
書
く
こ
と
も
失
せ
る
暑
さ
か
な

�

鈴
木
志
げ
子

と
ん
ぼ
捕
り
夢
中
に
な
り
し
昭
和
か
な

�

白
石　

為
康

子
供
代
表
人
間
信
ず
と
原
爆
忌

�

　

横
川
美
代
子

菊
月
や
荒
ぶ
る
夜
の
長
々
し

�

　
　

白
井
保
次
郎

悲
し
み
に
色
あ
ら
ば
朝
顔
の
紺

�

　
　

坂　
　
　

守

階
段
に
と
ん
ぼ
と
並
び
ひ
と
や
す
み

�

　
　

松
尾
佐
知
子

水
面
を
た
た
く
蜻
蛉
が
雨
を
呼
ぶ

�

　
　

井
村　

友
彦

朝
顔
や
杖
に
す
が
っ
て
先
を
見
る

�

　
　

中
村　

桂
子

「
赤
と
ん
ぼ
」
老
人
ホ
ー
ム
の
愛
唱
歌

�

　
　

木
村　

武
子

赤
と
ん
ぼ
大
漁
旗
の
風
に
舞
ひ　

�

　
　

鳥
海　

敏
雄

お
手
本
は
「
老
い
の
才
覚
」
葛
の
花

�

　
　

高
橋　

和
江

産
土
の
宮
の
茅
屋
に
草
の
花

�

　
　

小
川　

水
草

雲
の
峯
母
の
な
い
子
に
我
も
な
り

�

　
　

田
中　

一
男

目
薬
の
頬
に
ぽ
た
ぽ
た
秋
の
雷

�

　
　

石
崎　

博
美

真
青
な
る
空
ど
こ
ま
で
も
終
戦
日

�

　
　

島
田
多
嘉
子

昔
と
ん
ぼ
昔
の
方
へ
と
ん
で
ゆ
く

�

　
　

太
田　

土
男

こ
だ
ま
俳
壇
（
９
月
）

最
後
の
引
っ
越
し

�

木
村
　
武
子

意
。
引
っ
越
し
先
輩
の
知
恵
も
借
り

た
が
、
３
回
く
ら
い
分
類
し
、
厳
密

に
は
テ
ー
マ
を
い
く
つ
か
立
て
て
、

テ
ー
マ
ご
と
に
枚
数
を
１０
か
ら
２０
枚

程
度
に
抑
え
る
。
３
週
間
く
ら
い
か

か
っ
た
か
。

　
本
は
ど
う
す
る
か

　

本
を
買
う
の
は
ず
っ
と
抑
え
て
い

た
の
で
、
そ
ん
な
に
多
く
な
い
。
パ

ソ
コ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
『
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
』
を
探
す
。
横
浜
で
、
自
宅

ま
で
取
り
に
来
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
見
つ

か
っ
た
。

　

本
を
取
に
来
て
く
れ
、
持
っ
て
帰
っ
て

評
価
し
、
価
値
が
あ
れ
ば
対
価
を
払
う
シ

ス
テ
ム
。専
門
書
に
は
適
さ
な
い
だ
ろ
う
。

雑
本
が
多
い
私
の
本
。
段
ボ
ー
ル
１１
箱
。

５２
点
が
評
価
さ
れ
、
約
２
，
５
０
０
円
ば

か
り
…
。
あ
ぁ
…
。

　

専
門
書
に
つ
い
て
も
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
せ
ば
、
良
い
と

こ
ろ
が
見
つ
か
る
だ
ろ
う
。

　
溜
っ
た
物
ど
も

　

よ
く
も
ま
あ
、
こ
ん
な
物
が
と

思
う
ほ
ど
、
趣
味
で
集
め
た
物
、

頂
き
物
を
積
ん
ど
く
物
、
捨
て
か

ね
て
、
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
と
片
隅
に

突
っ
込
ま
れ
て
い
た
物
、
趣
味
の

蒐
集
は
本
当
に
大
事
な
も
の
だ

け
。も
ろ
も
ろ
の
品
々
は
、バ
ザ
ー

を
開
く
方
に
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
情
報
が
伝

わ
り
、
段
ボ
ー
ル
箱
３
個
を
引
き
取
っ
て

い
た
だ
く
。

　

こ
う
し
て
、
何
と
か
狭
い
部
屋
に
、
す

べ
て
の
家
具
、
品
物
を
押
し
込
ん
で
の
生

活
。「
ど
こ
に
入
れ
た
っ
け
」
と
、
探
す

毎
日
で
あ
る
。

はがき絵・三井光子さんの作品

とき　２０１２年１月１３日（金）〜１９日（金）６泊７日
ところ　カナダ・ウイスラー／バンクーバー
参加費　２０万円
申込み　会報と同封のチラシに
　　　　記入しファックスで
申込締切　１０月３１日（月）
＊参加人員４人以上で実施します。

こだま会スキーツアーのご案内

カナダ・ウイスラー／バンクーバー
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な
ぜ
海
外
旅
行
か

　

１
９
６
６
年
（
昭

和
４１
）
３
月
１６
日
、

県
庁
で
４
月
に
新
設

作
り
や
初
め
て
訪
れ
る
場
所
を
期
待
し

て
、
毎
年
世
界
大
会
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
帰
国
し
て
か
ら
は
地
図
を
出
し

て
訪
問
し
た
場
所
に
赤
い
印
を
つ
け
て
、

見
て
き
た
こ
と
を
整
理
し
た
り
、
世
界
史

を
学
ん
だ
こ
と
は
な
い
が
歴
史
の
本
な
ど

を
読
ん
で
、
素
人
な
り
に
楽
し
む
こ
と
も

で
き
た
。

　

そ
し
て
い
つ
の
ま
に
か
世
界
大
会
の
参

加
が
夏
の
宿
題
の
よ
う
に
な
り
、
各
地
で

見
聞
き
し
て
肌
で
感
じ
た
体
験
が
、
私
の

勉
強
法
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
。

　

何
年
た
っ
て
も
未
知
の
土
地
へ
の
関
心

は
衰
え
ず
、
新
し
い
出
会
い
と
発
見
と
を

期
待
し
て
毎
年
出
か
け
て
い
た
の
で
、
今

年
は
と
う
と
う
世
界
大
会
参
加
が
、
連
続

２１
回
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
訪
ね
た
国
を
数

え
る
と
３６
か
国
に
な
っ
て
い
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ

　

こ
れ
ま
で
訪
ね
た
と
こ
ろ
は
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
く
、
い
ず
れ
も
見
ご
た
え
の
あ
る
と

こ
ろ
ば
か
り
だ
が
、
次
の
国
に
つ
い
て
は

い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
：
１
７
８
８
年
に
イ

ギ
リ
ス
の
植
民
地
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
迫
害
さ
れ
た
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の

悲
劇
。
カ
ン
ガ
ル
ー
の
姿
が
見
え
な
い
カ

ン
ガ
ル
ー
島
（
９７
年
）

・
イ
ス
ラ
エ
ル
：
反
目
す
る
こ
と
の
多

い
一
神
教
の
ユ
ダ
ヤ
教
、キ
リ
ス
ト
教
、

イ
ス
ラ
ム
教
が
共
存
す
る
聖
地
エ
ル
サ

レ
ム
の
不
思
議
。
誰
で
も
両
手
足
を
広

げ
て
浮
か
べ
る
死
海
（
００
年
）

・
ブ
ラ
ジ
ル
：
イ
グ
ア
ス
の
滝
の
ボ
ー

ト
乗
り
と
ア
マ
ゾ
ン
川
で
の
ピ
ラ
ニ
ア

釣
り
（
０２
年
）

・
中
国
：
西
安
の
兵
馬
俑
、
敦
煌
の
莫

高
窟
、
中
国
が
感
じ
ら
れ
な
い
新
疆
ウ

イ
グ
ル
の
ウ
ル
ム
チ
（
０４
年
）

・
リ
ト
ア
ニ
ア
：
大
国
ロ
シ
ア
・
ソ
連

に
翻
弄
さ
れ
た
バ
ル
ト
３
国
の
ひ
と
つ

（
０５
年
）

・
ポ
ー
ラ
ン
ド
：
ヒ
ト
ラ
ー
が
ユ
ダ
ヤ

人
撲
滅
を
図
っ
た
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
強

制
収
容
所
（
０５
年
）

・
キ
ュ
ー
バ
：
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
と

な
っ
て
消
え
て
し
ま
っ
た
先
住
民
（
１０

年
）

【
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
は
？
】　

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

は
、
１
８
８
７
年
に
帝
政
ロ
シ
ア
領
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
眼
科
医
ザ
メ
ン
ホ
フ
に
よ
っ
て
創
案

さ
れ
た
特
定
の
国
や
地
域
に
属
し
て
い
な
い

「
国
際
共
通
語
」
で
す
。
文
字
は
ロ
ー
マ
字

２８
字
で
、
母
音
は
日
本
語
と
同
じ
ア
イ
ウ
エ

オ
の
５
つ
。
単
語
の
語
尾
は
名
詞
が

−

Ｏ
、

形
容
詞
が

−

Ａ
、副
詞
が

−

Ｅ
。
単
語
は
ロ
ー

マ
字
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
に
読
み
、
ア
ク

セ
ン
ト
は
単
語
の
最
後
か
ら
２
番
目
の
母
音

に
あ
り
ま
す
。

９
８
９
年
（
平
成
元
年
）
の
春
、
先
輩
の

Ｋ
さ
ん
か
ら
「
外
国
旅
行
し
た
い
な
ら
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
習
う
の
が
一
番
い
い
」

と
教
え
て
も
ら
い
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
学

び
始
め
た
。
２
年
後
の
１
９
９
１
年
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
南
西
の
港
町
ベ
ル
ゲ
ン
で
１

週
間
開
か
れ
た
世
界
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会

に
初
め
て
妻
と
参
加
し
た
。

　

大
会
会
場
は
年
配
者
の
ク
ラ
ス
会
の
雰

囲
気
で
再
会
を
楽
し
ん
で
い
る
人
が
多
い

の
で
、
私
の
白
髪
頭
も
目
立
た
な
い
。
ま

た
、
参
加
し
た
１
日
遠
足
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド

観
光
も
初
心
者
に
気
軽
に
対
応
し
て
く
れ

る
外
国
の
先
輩
た
ち
と
楽
し
め
た
。

観
光
の
旅
か
ら
歴
史
の
旅
へ
・
連
続
２０
回
の
参
加

　

翌
年
の
１
９
９
２
年
か
ら
は
、
友
だ
ち

会員
紹介

−３２−

さ
れ
る
写
真
植
字
科
の
指
導
員
と
し
て

神
奈
川
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
所
に
赴

任
の
辞
令
を
も
ら
っ
て
県
職
員
と
な
っ

た
。
東
京
銀
座
の
歌
舞
伎
座
裏
の
小
さ

な
写
植
屋
か
ら
３３
歳
の
転
身
だ
っ
た
。

　

７
年
後
、
障
害
者
の
写
植
訓
練
か
ら

は
離
れ
て
藤
沢
職
業
訓
練
校
、
技
能
訓

練
セ
ン
タ
ー
、
職
業
相
談
セ
ン
タ
ー
と

転
勤
し
た
が
、
障
害
者
の
職
業
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
事
を
、
１
９
９
３

年
（
平
成
５
）
３
月
に
退
職
す
る
ま
で

ず
っ
と
続
け
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
１
９
７
４
年
（
昭
和

４９
）
の
海
外
派
遣
研
修
生
と
な
り
、
一

人
で
１０
月
中
旬
か
ら
２
か
月
間
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
５
か
国
の
障
害
者
の
職
業
訓
練

施
設
を
訪
問
し
た
こ
と
が
、
海
外
旅
行

の
夢
を
育
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
そ

し
て
５
年
後
に
県
職
労
の
『
ア
メ
リ
カ

西
海
岸
旅
行
』
に
妻
と
参
加
し
て
、
退

職
し
た
ら
ぜ
ひ
海
外
旅
行
を
し
た
い
と

強
く
思
っ
た
。

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
の
出
会
い

　

定
年
退
職
を
あ
と
数
年
で
迎
え
る
１

デンマークにて（２０１１年）

私の海外旅行・
連続２０年 小山武衛士さん
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BOOK
『
前
へ
！
』
東
日
本
大
震
災
と
戦
っ
た

�

無
名
戦
士
た
ち
の
記
録

麻
生　

幾
著　

新
潮
社
刊　
　

１
５
７
５
円　

税
別

　

東
日
本
大
震
災
の
後
、
実
に
多
く
の
震

災
や
原
発
に
関
す
る
本
が
書
店
に
並
ん
で

い
る
。

　

前
号
で
は
放
射
能
と
原
発
に
つ
い
て
の

●歴史教室（散策）＜第５１回＞
テーマ　一の宮「寒川神社」を訪ねる
と　き　１１月１４日（月）午前１０時〜
集　合　�ＪＲ相模線（茅ヶ崎駅発）「宮

山」駅改札口に午前１０時
会　費　５００円
講　師　中村猪一郎会員（予定）
申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９
　　　　又は０４５（３６１）０１１２（佐藤喜治）
●俳句教室
月例句会（毎月第２木曜日１３時〜）
　　　　１１月１０日　１２月８日　
ところ　�神奈川自治会館又はこだま会

事務所
指　導　�太田土男先生（俳人協会評議員）
会　費　５００円
申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９
　　　　又は井村友彦０４６３（８１）４４９３
●囲碁同好会�（会場を藤沢市内に変更しました）
月例会　（毎月第１日曜日）�
場　所　囲碁サロン湘南（JR藤沢駅近く）
　　　　０４６６（５０）５２３４
申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９
　　　　又は青沼慶祐０８０（１２６６）５３９６
●食文化を楽しむ会（薬膳料理）
と　き　１１月２４日（木）１１時〜
ところ　�横浜市健康福祉センター調理

実習室　（ＪＲ桜木町駅前）
テーマ　風邪予防の薬膳料理
先　生　亀井禎子会員　会費１５００円
申込先　山本文子　０３（３７２８）２２２７
　　　　亀井禎子　０４５（３３２）４６０１
●「こだまサロン」（毎月最終木曜日）
と　き　�１０月２７日／１１月２４日／１２月は

休み／１月２６日（いずれも１４
時〜１６時）

ところ　�かながわ県民センター１０階
「フリーラウンジ」（横浜駅西
口徒歩５分）

テーマ　みんなで決めてフリートーク
目　印　�テーブルに「こだまサロン」

の表示をしておきます。
問合先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９

本
を
紹
介
し
た
が
、
今
回
は
大
地
震
や
原

発
事
故
の
後
、
誰
が
ど
う
動
い
た
か
を
、

現
場
で
働
く
人
た
ち
に
取
材
し
た
ル
ポ
を

紹
介
し
た
い
。

　

第
１
章　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
対

応
す
る
た
め
、
現
場
に
入
っ
た
自
衛
隊
・

自
治
体
の
消
防
隊
員
が
直
面
し
た
事
実

　

水
素
爆
発
の
後
も
、
東
電
の
技
術
者
た

ち
は
、
放
射
能
防
御
装
置
の
さ
れ
た
免
震

重
要
棟
に
こ
も
っ
た
ま
ま
現
場
に
姿
を
見

せ
ず
、
連
絡
係
は
下
請
け
企
業
を
差
配
す

る
事
務
職
員
で
、
何
を
聞
い
て
も
明
確
な

答
え
が
返
っ
て
こ
な
い
。

　

し
か
も
放
水
す
る
燃
料
プ
ー
ル
の
位
置

を
示
す
配
置
図
や
設
計
図
を
出
さ
ず
、
カ

ラ
ー
写
真
一
枚
を
出
し
て
、「
こ
の
当
た

り
で
す
」
と
い
う
始
末
。

　

経
産
省
の
対
策
本
部
か
ら
は
、
海
江
田

大
臣（
当
時
）の
罵
声
に
近
い
命
令
が
次
々

と
出
さ
れ
る
が
、
果
た
し
て
現
場
の
状
態

を
把
握
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
さ
に
決
死
の
覚
悟
で
現
場
に
入
っ
た

自
衛
隊
員
は
、ま
だ
万
一
の
事
態
に
備
え
、

駐
屯
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

第
２
章　

道
路
を
啓ひ

ら

け
！　

未
曾
有
の

津
波
被
害
と
戦
っ
た
猛
者
た
ち

　

地
震
や
津
波
で
破
壊
さ
れ
た
道
路
や
橋

を
復
旧
し
な
け
れ
ば
、
被
災
者
の
救
助
は

で
き
な
い
。

　

仙
台
空
港
を
間
一
髪
の
差
で
飛
び
立
っ

た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
、
う

め
く
よ
う
な
報
告
。

　

東
北
地
方
整
備
局
と
国
道
事
務
所
と
出

張
所
、
そ
れ
に
地
元
の
協
力
企
業
が
、
昼

夜
ぶ
っ
通
し
で
働
い
て
、
津
波
後
わ
ず
か

５
日
目
で
道
路
を
開
通
さ
せ
、
世
界
中
を

驚
か
す
。

　

第
３
章　

省
庁
の
壁
を
越
え
、
命
を

救
っ
た
勇
者
た
ち

　

そ
の
日
、
地
震
発
生
直
後
、
総
理
官
邸

地
下
一
階
に
あ
る
「
内
閣
危
機
管
理
セ
ン

タ
ー
」
に
、
各
省
庁
か
ら
三
百
数
十
人
の

職
員
が
あ
つ
ま
る
。

　

被
災
地
か
ら
次
々
と
要
請
さ
れ
る
捜
索

部
隊
の
派
遣
・
支
援
物
資
の
輸
送
な
ど
を
、

「
局
長
」
の
決
断
で
即
時
に
動
か
す
た
め
、

缶
詰
状
態
で
働
き
続
け
る
国
家
公
務
員
た

ち
。

　

そ
し
て
、
混
乱
し
て
い
る
地
方
へ
派
遣

さ
れ
た
人
た
ち
の
目
覚
ま
し
い
活
躍
。
そ

れ
に
対
し
、あ
ま
り
に
も
無
責
任
な
東
電
。

詳
し
い
こ
と
が
知
り
た
い
方
に
は
、『
東

電
帝
国
そ
の
失
敗
の
本
質
』（
新
潮
文
庫
・

志
村
嘉
一
郎
著
）
を
お
奨
め
す
る
。

�

（
新
井
通
子
）
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「原発なくせ」「くらし守れ」と全国集会

第２５回日本高齢者大会 in 青森報告
　

３
月
１１
日
の
東
日
本
大
震
災
で
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
た
「
第
２５
回
日
本
高
齢
者

大
会
ｉｎ
青
森
」（
９
月
１２
日
〜
１３
日
）
に
参

加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
１
日
目
２
０
７

０
人
、２
日
目
２
１
０
０
人
で
し
た
。

□　
　

■　
　

□

　

大
会
で
強
調
さ
れ
た
の
は
、
①
国
民
健

を
前
面
に
押
し

出
し
た
運
動
を

憲
法
１３
条
・
２５
条

康
保
険
の
改
悪
と
高
齢
者
医
療
制

度
、
②
介
護
保
険
制
度
、
③
老
人

世
帯
、
独
居
老
人
へ
の
詐
欺
事
件

の
多
発
、
孤
独
死
、
④
社
会
保
障
・
税
の

一
体
改
革
・
税
背
番
号
な
ど
の
問
題
が
、

高
齢
者
の
将
来
設
計
を
狂
わ
せ
か
ね
な
い

事
態
に
あ
る
こ
と
で
し
た
。

　

背
景
に
、
国
民
の
総
人
口
が
前
年
に
比

べ
約
１８
万
人
減
少
し
て
約
１
億
２
７
５
１

万
人
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
は
過
去
最
高

の
２
９
０
１
万
人
（『
２
０
１
０
年
版
高

齢
者
白
書
』）、
高
齢
化
率
２２
・
７
％
と
な

の
上
昇
と
団
塊

世
代
の
高
齢
化

が
加
わ
り
、
近

い
将
来
高
齢
化

率
２５
％
が
確
実

に
な
っ
て
い
る

状
況
が
あ
り
ま

す
。国

民
負
担
の
限
度
を
超
え
た

大
改
悪
に
抗
議
を

　

２
年
前
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
を
な
く
そ
う
」
の
国
民
の
声
を
受

け
、
政
権
が
交
代
し
ま
し
た
が
、
民

主
党
は
政
権
に
就
い
た
途
端
、
変
質

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、「
国
会
に
社
会
保
障
・

税
制
度
な
ど
の
改
悪
法
案
が
提
出
さ

れ
る
と
、民
・

自
・
公
・
そ

の
他
が
加

わ
っ
て
１
０

０
％
通
過
し

て
し
ま
う
。

上
程
さ
れ
る

前
が
勝
負
」

「
元
気
な
す

べ
て
の
老
人

も
っ
と
怒
り
を
、
も
っ
と
抗
議
の
行

動
を
」と
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

若
者
、子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
見
据
え
て

　

山
田
実
行
委
員
会
事
務
局
長
は
基

調
報
告
で
、「
今
年
で
２５
年
目
を
迎

え
、
高
齢
者
の
生
活
分
野
の
問
題
解

決
を
掲
げ
て
き
た
が
、
高
齢
者
の
幸

せ
だ
け
で
な
く
、
若
者
、
子
ど
も
た

迫力ある「ねぶた」も登場ち
の
将
来
を
解
き
明
か
し
、
こ
れ
か
ら
わ

が
国
と
同
じ
問
題
を
か
か
え
る
東
南
ア
ジ

ア
の
人
々
の
指
針
に
な
る
よ
う
運
動
を
進

め
た
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

震
災
復
興
財
源
も
社
会
福
祉
に
回
す
お
金

も
大
企
業
と
高
額
所
得
者
の
懐
に
あ
る

　

日
野
秀
逸
さ
ん（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

は
記
念
講
演
で
、「
東
日
本
大
震
災
は
地

震
・
津
波
と
い
う
天
災
が
原
発
事
故
で
人

災
化
し
た
」「
都
市
部
で
も
農
村
部
で
も

『
暮
し
で
一
番
困
っ
て
い
る
問
題
は
何

か
？
』
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
問
い
に
一
位
を

占
め
た
の
が
『
隣
近
所
の
つ
な
が
り
が
弱

く
な
っ
た
』
で
あ
っ
た
」「
つ
な
が
り
＝

絆
の
弱
体
化
と
、
医
療
を
含
む
公
共
サ
ー

ビ
ス
（
公
務
員
削
減
、
消
防
署
員
削
減
、

病
院
の
統
廃
合
等
々
）
の
後
退
が
、
被
災

地
で
あ
る
三
陸
沿
岸
部
で
も
被
害
を
大
き

く
し
た
」「
こ
の
問
題
は
全
国
に
あ
て
は

ま
る
。
震
災
復
興
財
源
も
社
会
福
祉
に
回

す
お
金
も
、
大
企
業
と
高
額
所
得
者
の
懐

に
あ
る
」「
日
本
の
国
債
は
９５
％
が
金
融

機
関
・
政
府
・
日
銀
の
引
き
受
け
だ
。
法

人
税
・
配
当
課
税
を
工
夫
す
れ
ば
解
決
す

る
」「
憲
法
１３
条
と
２５
条
を
前
面
に
押
し
出

し
て
運
動
を
進
め
よ
う
」と
結
び
ま
し
た
。

□　
　

■　
　

□

　

大
会
は
、
消
費
税
増
税
反
対
な
ど
６
本

の
特
別
決
議
を
し
、
次
回
は
香
川
県
で
開

ら
く
こ
と
決
め
、
散
会
し
ま
し
た
。

�

（
事
務
局
長
・
鳥
居
伸
太
郎
）

は
、
い
ま
こ
そ
奮
起
す
る
時
だ
」「
国
民

の
負
担
の
限
度
を
超
え
た
大
改
悪
が
も
く

ろ
ま
れ
て
い
る
。
急
い
で
学
習
を
広
げ
、

●�神奈川県職員九条の会は結成
６周年。同会場で記念撮影会
を行います。１３時に集合。
●�神奈川県職員九条の会は１２月
１０日（土）１３時〜１６時、横浜
市開港記念会館１号室で「平
和の集い」を開きます。講演
は内橋克人氏（調整中）。テー
マは「平和と３・１１」

り
、
若
者
の
未
婚
率
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震災・原発問題が大きなテーマに
全国自治体退職者
連 絡 会 第 １ ４ 回
定 期 総 会 報 告
（静　岡）

　

全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
の
第
１４

回
定
期
総
会
が
、
自
治
労
連
定
期
大
会
の

事
前
会
議
と
し
て
８
月
２０
日
に
開
か
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
静
岡
市
が
開
催
地
で
日
帰
り
と

い
う
こ
と
で
、
こ
だ
ま
会
か
ら
は
、
全
国

連
絡
会
の
事
務
局
次
長

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
加
藤
利
秋
さ
ん
を

始
め
６
人
と
例
年
よ
り

多
い
参
加
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
を
代
表
し

て
、
総
会
の
概
要
を
報

告
し
ま
す
。

被
災
地
の
復
旧
・
復

興
支
援
・
原
発
問
題

が
大
き
な
テ
ー
マ

　

今
年
は
、
東
日
本
大

震
災
・
福
島
原
発
事
故

を
受
け
て
の
総
会
。
城
田
会
長
や
自
治
労

連
本
部
中
川
書
記
次
長
の
挨
拶
を
は
じ

め
、
被
災
地
で
あ
る
岩
手
県
大
船
渡
市
か

ら
の
報
告
が
あ
る
な
ど
、被
災
地
の
復
旧
・

復
興
支
援
・
原
発
問
題
が
大
き
な
テ
ー
マ

と
な
り
ま
し
た
。

　

自
治
労
連
本
部
の
中
川
書
記
次
長
か
ら

は
震
災
支
援
活
動
報
告
。
震
災
で
多
く
の

職
員
を
失
っ
た
陸
前
高
田
市
を
は
じ
め
３

地
域
に
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
全
国

の
仲
間
が
支
援
に
駆
け
つ
け
、
が
れ
き
の

撤
去
や
市
の
要
請
で
広
報
配
布
、
住
民
要

望
を
聞
く
活
動
や
農
地
の
塩
分
対
策
と
し

て
行
わ
れ
た
ひ
ま
わ
り
作
戦
を
実
施
し
た

こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
、
ま
た
、
当
日
配
布

さ
れ
た
冊
子
『
自
治
労
連
・
原
発
問
題
政

策
案
』
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
で
７
人
か
ら
発
言
が
あ
り
、
岩
手

か
ら
は
、「
多
く
の
犠
牲
を
重
ね
た
過
去

の
震
災
も
あ
っ
た
が
、
様
々
な
安
全
施
設

や
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
も
し
て
き
て
い
る

の
で
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う『
安
全
神
話
』

が
あ
っ
た
」「
現
在
、仮
設
住
宅
も
で
き
、

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
岩
手
県
民
会
議
が

結
成
さ
れ
、
が
れ
き
撤
去
・
被
災
者
救
済

の
要
望
・
提
言
を
地
域
か
ら
提
出
す
る
な

ど
、
活
動
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
し
か

し
、
元
の
土
地
に
住
め
る
の
か
と
い
っ
た

問
題
や
二
重
債
務
問
題
等
の
大
き
な
課
題

も
残
っ
て
お
り
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
参
加
者
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
退
職
者
会
の
活
動
報
告
、
被
災
地
支
援

活
動
に
参
加
し
た
経
験
報
告
、
年
金
問
題

や
厚
労
省
交
渉
に
対
す
る
意
見
な
ど
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

組
織
拡
大
・
会
員
の
絆
づ
く
り
な
ど
報
告

　

私
も
急
き
ょ
発
言
す
る
こ
と
に
な
り
、

当
日
配
布
し
た
『
こ
だ
ま
会
報
』（
総
会

特
集
号
）
を
も
と
に
、
今
回
８
人
の
役
員

交
代
が
あ
っ
た
こ
と
、
会
員
の
絆
を
つ
く

る
上
で
の
『
こ
だ
ま
会
報
』
の
大
き
な
役

割
・
集
団
編
集
体
制
で
や
っ
て
い
る
こ
と
、

組
織
拡
大
の
問
題
・
強
化
な
ど
に
つ
い
て

報
告
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

自
主
参
加
の
夜
の
交
流
会
に
も
５
人
が

参
加
し
、
他
県
の
参
加
者
と
交
流
し
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

加
藤
利
秋
さ
ん
が
事
務
局
次
長
に
再
任

　

総
会
に
は
２９
退
職
者
会
、
４７
人
が
参
加

し
、
全
議
案
・
決
議
案
が
採
択
さ
れ
、
全

国
連
絡
会
役
員
と
し
て
神
奈
川
か
ら
加
藤

利
秋
さ
ん
が
事
務
局
次
長
に
、
副
会
長
に

横
浜
市
従
退
職
者
会
の
森
田
謙
一
さ
ん
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
代
表
幹
事　

加
瀬
文
隆
）

「
介
護
・
年
金
・
医
療
等
は
充
実
を
、
消
費
税
増
税
は
許
さ
ず
、

組
織
強
化
で
役
割
発
揮
」「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
・
原
発

廃
止
、
核
廃
絶
・
憲
法
活
か
し
平
和
な
暮
ら
し
を
」
の
方
針
採
択

あいさつする
城田会長
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▼
「
秋
深
き
隣
は
何
を
す
る

人
ぞ
」（
芭
蕉
）―
―�

皆
さ
ん

い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

▼
「
手
作
り
文
化
祭
」（
１１
月

２３
日
・
横
浜
市
従
会
館
）
に

は
仲
間
を
さ
そ
っ
て
ど
う
ぞ
。

▼
「
会
員
紹
介
」
に
登
場
い

た
だ
い
た
小
山
武
衛
士
さ
ん

は
連
続
２０
年
、
海
外
旅
行
を

さ
れ
、
訪
問
国
は
な
ん
と
３６

か
国
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

小
山
さ
ん
に
学
び
た
い
も
の

で
す
。�

〈
鳥
〉

奥津弘久さんの作品

絵 

手 

紙

Eメールアドレス　kodama@kensyokurou.ne.jp

　

今
年
９９
歳
に
な
っ
た
新
藤

兼
人
の
新
作
映
画
『
一
枚
の

ハ
ガ
キ
』
は
多
く
の
観
客
に

感
銘
を
与
え
、
日
本
映
画
と

し
て
は
久
々
の
ロ
ン
グ
・
ラ

ン
上
映
中
だ
。
農
村
を
舞
台

に
「
銃
後
」
の
生
活
を
送
る

人
々
の
悲
劇
を
訴
え
た
こ
の

反
戦
映
画
は
、
新
藤
兼
人
の
健
在
ぶ

り
を
示
す
作
品
で
あ
っ
た
。

　

新
藤
兼
人
は
明
治
４５
年
に
広
島
県

に
生
ま
れ
た
。
山
中
貞
雄
の
『
盤
嶽

の
一
生
』
に
感
動
し
映
画
界
入
り
を

目
指
す
。
フ
ィ
ル
ム
乾
燥
の
雑
役
が

永
い
映
画
キ
ャ
リ
ア
の
ス
タ
ー
ト
で

あ
っ
た
が
、
以
後
、
美
術
助
手
、
建

築
監
督
を
経
て
シ
ナ
リ
オ
作
家
と
な

る
。
そ
し
て
昭
和
１９
年
４
月
に
二
等

兵
と
し
て
召
集
さ
れ
る
。

　

戦
後
は
新
進
の
脚
本
家
と
し
て
溝

口
健
二
や
木
下
恵
介
、
そ
し
て
後
に

盟
友
と
な
る
吉
村
公
三
郎
等
に
作
品

を
提
供
し

脚
光
を
浴

び
る
。
し

か
し
、
兵

役
経
験
者
と
し
て
の
反
戦
、
ま
た
広

島
出
身
者
と
し
て
原
爆
や
核
に
対
す

る
関
心
が
そ
の
後
の
大
き
な
テ
ー
マ

と
な
っ
て
ゆ
く
。

　

監
督
と
し
て
の
２
作
目
が
世
界
に

お
け
る
反
核
映
画
の
第
１
号
と
さ
れ

る
「
原
爆
の
子
」
で
あ
る
。
こ
の
映

画
は
、
昭
和
２８
年
の
カ
ン
ヌ
国
際
映

画
祭
に
出
品
さ
れ
大
き
な
反
響
を
呼

ん
だ
が
、
米
国
の
圧
力
に
よ
り
受
賞

妨
害
を
受
け
た
。
し
か
し
『
原
爆
許

す
ま
じ
』
と
い
う
主
題
は
世
界
中
の

支
持
を
得

て
、
他
の

多
く
の
映

画
祭
で
受

賞
を
果
た
し
た
。　

　

さ
ら
に
、
米
国
が
ビ
キ
ニ
環
礁
で

行
っ
た
水
爆
実
験
で
被
爆
し
た
マ
グ

ロ
漁
船
と
そ
の
船
員
た
ち
の
悲
劇
を

描
い
た
『
第
五
福
竜
丸
』、
広
島
で

被
爆
し
た
移
動
演
劇
隊
を
描
い
た

『
さ
く
ら
隊
散
る
』
等
で
反
核
を
強

く
訴
え
続
け
た
。

　

監
督
と
し
て
は
社
会
的
テ
ー
マ
を

強
く
打
ち
出
し
た
作
品
が
多
い
が
、

な
か
で
も
瀬
戸
内
海
の
小
島
の
一
家

を
描
い
た
『
裸
の
島
』
は
世
界
中
に

配
給
さ
れ
、
監
督
最
大
の
ヒ
ッ
ト
作

と
な
っ
た
。

　

脚
本
家
と
し
て
も
活
躍
し
、
多
く

の
監
督
に
提
供
し
た
シ
ナ
リ
オ
は
名

画
と
な
っ
て
邦
画
史
上
を
飾
っ
て
い

る
。

　

監
督
４９
作
目
の『
一
枚
の
ハ
ガ
キ
』

は
最
後
の
監
督
作
品
だ
、
と
公
言
し

て
い
る
が
、
来
年
は
百
歳
、
５０
本
目

の
新
作
を
フ
ァ
ン
は
切
望
し
て
い
る
。

新
藤
兼
人
の
映
画�

田
中
一
男
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●材　料（４人分）
　�干し椎茸小・２０枚／酒・大サジ３／水・３
カップ／砂糖・大サジ４／だし汁・１カッ
プ／醤油・大サジ３

●作り方
　①�干し椎茸は一晩水につけて戻し、石づき
を取り、軸も切り戻し、傘だけにする。

　②�鍋に椎茸と水３カップを入れて、弱火で
煮て、柔らかくなったら湯を捨てる。

　③�再び、だし汁１カップを入れ、弱火で蒸
らすようにして、だしを含ませる。

　④�酒・砂糖と醤油大サジ１を入れて煮る。
　⑤�最後に、残りの醤油を加えて、煮含ませる。
●コ　ツ
　弱火にして長い時間をかけて煮ること。

（飯塚武弘）

しいたけの含め煮
タケちゃんの料理教室 ①


